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42.9% が「20 歳 代 」、27.1% が「30 歳 代 」、「40 歳
代以上」が 30.0% で、看護師経験年数は年齢構成
比にほぼ従っており、看護師経験年数「1−2 年」
が 19.3%、「3−9 年」が 37.8% と、看護師経験年数














































































「無給残業」遂行 人 1）（％）2） 人 1）（％）2）














n＝125 n＝222 χ2 値 ｐ値
n1） 人 2）（％）3） 人 2）（％）3）
「就労観」
a. 患者に対する十分な支援 343 123（98.4） 220（99.0） 0.34 0.56
b. 職場の状況に即座に対応 342 123（98.4） 219（98.6） 0.04 0.85
c. 患者に対する献身 304 107（85.6） 197（88.7） 0.73 0.39
d. 奉仕の精神と使命感 265 96（76.8） 169（76.1） 0.02 0.89
e. 同僚の看護観の受容 252 91（72.8） 161（72.5） 0.00 0.96
f. 患者の死に際する冷静な対応 111 44（35.2） 67（30.0） 0.93 0.34
g. 職務に見合う給与の取得 306 108（86.4） 198（89.1） 0.60 0.44
h. 職務に見合う有給休暇の取得 242 91（72.8） 151（68.0） 0.87 0.35
i. 有給残業の実行 275 105（84.0） 170（76.6） 2.38 0.10





　　　 表 4　 「無給残業」に対する考え方と他の「就労観」の関連　　　　　　　　　　　（N＝347）
無給残業に対する考え方
「重要」 「重要でない」
n＝135 n＝212 χ2 値 ｐ値
n1） 人 2）（％）3） 人 2）（％）3）
「就労観」
a. 患者に対する十分な支援 343 133（98.5） 210（99.0） 0.21 0.65
b. 職場の状況に即座に対応 342 133（98.5） 209（98.6） 0.00 0.96
c. 患者に対する献身 304 126（93.3） 178（84.0） 6.67 0.01 **
d. 奉仕の精神と使命感 265 110（81.5） 155（58.5） 3.20 0.07
e. 同僚の看護観の受容 252 105（77.8） 147（69.3） 2.95 0.09
f. 患者の死に際する冷静な対応 111 48（35.6） 63（29.7） 1.29 0.26
g. 職務に見合う給与の取得 306 117（86.7） 189（89.1） 0.49 0.49
h. 職務に見合う有給休暇の取得 242 90（66.7） 152（71.7） 0.99 0.32
i. 有給残業の実行 275 134（99.3） 141（66.5） 53.8 0.00 **
j. 仕事と私生活の完全な切り離し 266 98（72.6） 168（79.2） 2.04 0.15






















































　　 表 5　「無給残業」を「重要」と考える看護師の特徴　　　　　　　　　　　　　　　   （N＝135）
「無給残業」は「重要」（n＝135）
「無給残業」あり 「無給残業」なし
n＝53 n＝82 χ2 値 ｐ値
n1） 人 2）（％）3） 人 2）（％）3）
「就労観」
a. 患者に対する十分な支援 133 52（98.1） 81（98.8） 0.10 0.75
b. 職場の状況に即座に対応 133 52（98.1） 81（98.8） 0.10 0.75
c. 患者に対する献身 126 50（94.3） 76（92.7） 0.14 0.71
d. 奉仕の精神と使命感 110 42（79.2） 68（82.9） 0.29 0.59
e. 同僚の看護観の受容 105 46（86.8） 59（72.0） 4.10 0.04 *
f. 患者の死に際する冷静な対応 48 20（37.7） 28（34.1） 0.18 0.67
g. 職務に見合う給与の取得 117 45（84.9） 72（87.8） 0.23 0.63
h. 職務に見合う有給休暇の取得 90 38（71.7） 52（63.4） 0.99 0.32
i. 有給残業の実行 134 52（98.1） 82（100.0） 1.56 0.21
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